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序説

この応用記述はATmegaS128系統放射線耐性ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの外部ｸﾛｯｸとして使うために特性付けされたVectronの
高信頼性発振器型番を一覧にします。これらの発振器はATmegaS128外部ｸﾛｯｸとして使うための推奨外部周波数元
だけです。他の供給業者が仕様に合うｸﾛｯｸを提供するかもしれないとは言え、それらはMicrochipによって認証された
参照基準設計ではなく、そのようなものとして、使用者は使用の適合性に対する彼ら自身の能力と分析を完了しなけ
ればなりません。

推奨発振器

ATmegaS128は5つのｸﾛｯｸ元任意選択を持ちます。この応用記述は特に外部ｸﾛｯｸでの使用に推奨される外部ｸﾘｽﾀ
ﾙ発振器を扱います。4MHzと8MHzの2つの発振器周波数がこの応用記述で推奨されますが、8MHz未満のどの周波
数もATmegaS128ﾃﾞｰﾀｼｰﾄの表30-3.に対して使うことができます。4つの異なるﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの信頼性基準が利用可
能です。これらの信頼性基準の各々に対して、お客様はｸﾘｽﾀﾙ発振器の対応する信頼性基準が応用に合うように正
しく特性付けされていることを保証することが必要です。8つの個別発振器型番が表1.で定義されます(周波数と信頼
性基準の各々の組み合わせてに対して1つ)。これらの発振器はXTAL1ﾊﾟｯﾄﾞに直結されます。

選ばれた型式はATmehaS128の要件と必要とされる信頼性基準を満たす費用対効果の良い解決策です。推奨された
1157系列発振器はVectron高信頼性発振器標準OS-68338からです。一覧にされた全てのﾃﾞﾊﾞｲｽは3.3V、CMOS、
面実装、7mm×5mm、ｾﾗﾐｯｸ ﾘｰﾄﾞなしﾁｯﾌﾟ ｷｬﾘｱ発振器です。表1.後に続く節は参考文献と承諾目的について提供
されます。

表1. 2つの外部ｸﾛｯｸ要件で推奨されるVectron高信頼性発振器型式

MCU型式 外部ｸﾛｯｸ周波数信頼性基準 発振器型番

ATmegaS128-ZC-E 試作 (-E) 1157D4M00000BX

ATmegaS128-ZC-MQ QML-Q同等 1157B4M00000BE

ATmegaS128-ZC-SV QML-V同等
4MHz

1157R4M00000BS

ATmegaS128-MD-HP HiRELﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ 1157C4M00000BB

ATmegaS128-ZC-E 試作 (-E) 1157D8M00000BX

ATmegaS128-ZC-MQ QML-Q同等 1157B8M00000BE

ATmegaS128-ZC-SV QML-V同等
8MHz

1157R8M00000BS

ATmegaS128-MD-HP HiRELﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ 1157C8M00000BB

ATmegaS128供給品質要件 対 OS-68338ふるい分けと系統の比較

MIL-PRF-38535(耐放射線性電子機器用)とMIL-PRF-55310(ｸﾘｽﾀﾙ発振器用)で一覧にされた要件での違いのた
め、供給品質対ふるい分け基準と構成部品系統での正確な一致は利用不能です。表2.はATmegaS128放射線耐性ﾏ
ｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗに対して利用可能な供給品質と、推奨された対応するOS-68338発振器用ふるい分けと系統基準を要
約します。お客様は完全な適合を保証するため、基幹業務用応用にして適用可能な仕様を再調査することが推奨さ
れます。
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表2. ATmegaS128供給品質要件 対 OS-68338振るい分けと系統

MCU供給品質
発振器構成
部品系統

発振器
振るい分け

説明

試作 (-E) X D 商用品質部品と非清掃水晶での高信頼性設計を使う技術模式ﾊｰﾄﾞｳｪｱ

QML-Q同等 E B 軍用品質部品と清掃水晶での高信頼性設計を使う軍品質ﾊｰﾄﾞｳｪｱ

QML-V同等 S R 100kRadﾀﾞｲ、宇宙品質部品、清掃水晶での宇宙品質ﾊｰﾄﾞｳｪｱ

HiRELﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ B C 軍品質ﾀﾞｲとﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ外囲器。発振器は軍用品質部品と非清掃水晶を使用

ATmegaS128電気的要件 対 OS-68338電気的仕様の比較

外部ｸﾛｯｸ発振器用電気的性能要件はATmegaS128ﾃﾞｰﾀｼｰﾄの表30-3.と表30-2.で定義されます。追加要件はお客様の使用事例
から得られて来ます。これらの要件はOS-68338からの対応する電気的要素仕様と共に表3.で一覧にされます。

表3. 外部ｸﾛｯｸ発振器に対する電気的適合行列

仕様 OS-68338発振器仕様ATmegaS128ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ要件

動作温度 -55～+125℃ -55～+125℃

20年総安定性 (注) 未定義 ±100ppm

供給電圧(Vs) DC 3.3V DC 3.3V

供給電圧許容誤差 DC ±0.3V DC ±0.33V

最小論理Low電圧 -0.5V 0V

最大論理Low電圧 Vs×0.1 Vs×0.1

最小論理High電圧 Vs×0.7 Vs×0.9

最大論理High電圧 Vs + 0.5V Vs

ﾃﾞｭｰﾃｨ ｻｲｸﾙ 40～60% 45～55%

最大上昇/下降時間 1600ns 5ns

総線量 30kRad 100kRad

単一事象ﾗｯﾁｱｯﾌﾟ 62.5MeV-cm2/mg 120MeV-cm2/mg

注: ATmegaS128ﾃﾞｰﾀｼｰﾄは参照基準発振器に対する周波数安定性要件を指定していません。この応用記述で推奨される発振
器は20年動作寿命間で全ての条件下で±100ppmの僅かな周波数誤差を保ちます。表4.は周波数量での詳細を提供します。
OS-68338仕様が初年経過で±5ppm、1年目以降±2ppm/年を載せているとは言え、経年曲線の対数的性質のため、発振器
が20年に渡る総経年で±31ppmに対応することに注意してください。

表4. OS068338発振器の周波数安定性

要素 最大仕様

+23℃での初期精度 ±15pm

+23℃基準での周波数温度安定性 ±50pm

周波数対電圧許容誤差 ±4pm

20年経過(100kRad TIDの影響を含む) ±31pm

20年寿命間総累積周波数誤差 ±100pm

容器任意選択

OS-68338は複数の容器任意選択を提供します。この応用記述で選ばれた面実装可能で7mm×5mmｾﾗﾐｯｸ ﾘｰﾄﾞなしﾁｯﾌﾟ ｷｬﾘｱの
1157容器はOS-68338での最低費用の解決策です。他の容器は使命特性、お客様の組立と製造の指針、お客様の品質要件に基
づいて選ぶことができます。

要約

表1.で一覧にされるOS-68338発振器はATmegaS128放射線耐性ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用外部ｸﾛｯｸとして使うために特性付けされ、推奨さ
れています。この発振器はATmegaS128ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと意図される使用事例によって必要とされる全ての性能要素に合います。この発振
器はﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗと同様の放射線基準と評価されます。複数の代替容器任意選択が利用可能で、8MHz未満の代替周波数も提供
することができます。

参考文献

OS-68338 ACMOS/TTL混成ｸﾛｯｸ発振器Hi-Rel規格

ATmegaS128放射線耐性ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ : http://ww1.microchip.com/downloads/en/DeviceDoc/atmegas128_ds.pdf

https://ww1.microchip.com/downloads/aemDocuments/documents/VOP/ProductDocuments/DataSheets/OS-68338-ACMOS-TTL-Hybrid-Clock-Oscillator-DS00005706.pdf
http://ww1.microchip.com/downloads/en/DeviceDoc/atmegas128_ds.pdf
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Microchip情報

商標

“Microchip”の名称とﾛｺﾞ、“M”のﾛｺﾞ、それと他の名称、ﾛｺﾞ、商標は米国や他の国に於けるMicrochip Technology Incorporatedまた
はその系列会社や子会社の登録または未登録の商標です(“Microchip商標”)。Microchip商標に関する情報はhttps://www.microch 
ip.com/en-us/about/legalinformation/microchip-trademarksで見つけることができます。

法的通知

この刊行物と契約での情報は設計、試験、応用とのMicrochip製品の統合を含め、Microchip製品でだけ使えます。他の何れの方法
でのこの情報の使用はこれらの条件に違反します。ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関する情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新に
よって取り換えられるかもしれません。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。追加支援につ
いては最寄りのMicrochip営業所にお問い合わせ頂くか、www.microchip.com/en-us/support/design-help/client-support-services
で追加支援を得てください。

この情報はMicrochipによって「現状そのまま」で提供されます。Microchipは非侵害、商品性、特定目的に対する適合性の何れの黙
示的保証やその条件、品質、性能に関する保証を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面ま
たは黙示の如何なる表明や保証もしません。

如何なる場合においても、Microchipは情報またはその使用に関連するあらゆる種類の間接的、特別的、懲罰的、偶発的または結
果的な損失、損害、費用または経費に対して責任を負わないものとします。法律で認められている最大限の範囲で、情報またはそ
の使用に関連する全ての請求に対するMicrochipの全責任は、もしあれば、情報のためにMicrochipへ直接支払った料金を超えな
いものとします。

生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、
請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産
権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されません。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchip製品での以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは動作仕様内で意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が安全であると考えます。

・ Microchipはその知的所有権を尊重し、積極的に保護します。Microchip製品のｺｰﾄﾞ保護機能を侵害する試みは固く禁じられ、ﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は製品が”破ることができない”
ことを当社が保証すると言うことを意味しません。ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的
に改善することを約束します。

日本語© HERO 2020～2025.

本応用記述はMicrochipのAN3658応用記述(DS00003658C-2025年9月)の翻訳日本語版です。日本語では不自然となる重複する
形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もあります。必要に応じて一部
加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。

http://www.microchip.com/quality
http://www.microchip.com/quality
https://www.microchip.com/en-us/about/legal-information/microchip-trademarks
https://www.microchip.com/en-us/about/legal-information/microchip-trademarks
https://www.microchip.com/en-us/support/design-help/client-support-services
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